
平成 23年 1月 31日 

メディアスエフエム番組審議会事務局 

 

メディアスエフエム第 21回番組審議会 議事録 

 

１．開催日時 

平成 23年 1月 26日（水）16時 00分から 17時 00分 

 

２．開催場所 

知多メディアスネットワーク㈱3階すいせん西会議室 

 

３．出席者 ※敬称略 

委員）紀藤 輝明、加藤 龍子、小島 幹子、寺島 賀子、林 繁八、早川 鉄三 

以上 6名 

※近藤委員は欠席 

事務局）河井 貞一（代表取締役常務）、山本 隆明（コンテンツ部副部長）、 

松山 崇臣（コンテンツ部編成企画Ｇ） 

 

４．議事内容 

（１）報告事項・・・事務局 

 ① 12月、1月の活動報告 

 ② 今後の予定 

（２）活動報告、番組について審議・・・委員 

 

５．審議内容 

 

 ○公開生放送についてのご意見 

加藤委員／12月に実施した東海シティマラソンは、県外や地元の学生の参加が多く大

変効果的だったのではないか。また 1 月実施のフラワーショウも、公開ブ

ースの場所が良く混雑の中での放送は大変だったと思う。そういった中で

得るものも多いし、課題解決も含め継続していって欲しい。 

 ○テレビ・ラジオ同時放送についてのご意見 

加藤委員／中高生がイベントの PRに来たり、飛び込みでリスナーが遊びに来るなど番

組への訪問者がいると良い。番組の作り方などが良く分かり、市民参加の

機会となれば良いのではないか。 



紀藤委員／リスナーがより興味を示しやすくするのには面白い取り組みだと思う。 

事務局／現時点では月 1 回の取り組みだが、毎週実施しなければいけないと考えて

いる。テレビでも土曜日の夕方は視聴するものがなかなか無いというデー

タもあるので、生放送のコンテンツを有効活用できるよう今後も検証を続

けていきたい。 

 ○市民協働番組についてのご意見 

   林委員／この番組を通じて色々な人の声が聞けるようになれば良いと思う。 

  紀藤委員／このような取り組みはリスナー増加にも繋がり大変賛成している。 

   事務局／今後も継続して取り組み、出演していただける市民の方々の裾野を広げて

いきたい。 

○メディアスモーニングについてのご意見 

   林委員／メディアスモーニングを良く聞いているが、毎回同じ時間に同じ内容とい

ったパターンが決まっていて飽きてくる。もちろん全体的には良くできて

いる番組だと思うが、レベルアップと飽きさせない工夫は難しい。 

  加藤委員／番組が良くなる、パーソナリティーの力量が上がるというプロセスは良い

が、それが一定になると飽きてくる。変化のポイントをどこに持ってくる

かがポイントなのではないか。 

   事務局／単なるてこ入れだけではなく、新しいものを入れていかなければいけない

と考えている。 

○その他のご意見 

寺島委員／現在、招待券のプレゼントを実施しているが、世間では共同購入クーポン

が流行しているので、割引券を進呈する取り組みを始めてみたらどうか。 

  小島委員／自身もメディアスが身近になるような取り組みをしている、継続して番組

を充実させていって欲しい。 

  紀藤委員／入念な調査、どのように放送するかの準備が益々進んでいるように見え、

工夫が感じられる。 

  加藤委員／リスナーがプロセスを楽しめるような、ストーリー性のある番組があって

も良いのではないか。若者やものづくりに携わっているようなオンリーワ

ンな人物の出演を期待している。 

  早川委員／東海市のまちづくり関連にも注目して欲しい。 

 

 

  次回開催は平成 23年 3月 23日（水）を予定。 

 

以上 

文責：コンテンツ部 松山 崇臣 


